
■Ｈ２９年度の取り組み

工事工程の受発注者間の共有 週休２日実施支援モデル工事 週休２日実施支援モデル工事
（工程共有強化型）

積算基準等に基づく
※工期算定支援システム活用を原則

工期設定 積算基準等に基づく
※工期算定支援システム活用を原則

同左

工期の設定根拠を特記仕様書で提示 入札段階 工期の設定根拠を特記仕様書で提示 同左

施工条件確認部会と工程調整部会の開催
を原則化 ※ただし、受注者が開催を希望
しない場合に限り、未開催を可とする

契約後
段階

施工条件確認部会と工程調整部会を開催
※モデル工事として希望した場合は開催必須
工程共有表（CCS等）に休日計画・実績を明記

同左
※同左（開催、計画明記）
加えて、工程調整部会を１回/月以上開催

－ 間接費
の補正

達成（現場閉所・4週8休相当）できた場合に設計
変更にて補正計上

同左

－ 成績評価 達成できた場合に評価
未達成の場合でもペナルティ無し

同左

全ての工事

＜工程共有表（ＣＣＳ等）利用のポイント＞

○発注者は「施工条件確認部会」の開催前までに、チェックリスト結果をもとにＣ
ＣＳの発注者部分（関係機関協議の完了時期、余裕工期などの工程に関わ
る施工条件）を作成する。

○工事契約ののち、「施工条件確認部会」において、発注者から受注者へＣＣＳ
を渡し、受注者は受注者部分を記入し、ＣＣＳ当初を完成させる。
○完成させた当初ＣＣＳを受発注者が共有する。
○工程調整の必要が生じた場合、ＣＣＳを用いて工程調整部会を開催する。

北陸地方整備局 よくわかる○○シリーズ 検索

※工程形式は、ネットワーク形式、バーチャート形式を問わない

休日の確保に向けて 「建設現場における週休２日の取り組みモデル工事」試行 （案）


